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! 直線

` : x¡ 1 =
y+ 1
3

= 1¡ z

を含み，球面

S : x2 + y2 + z2 ¡ 4x+ 8y¡ 12z+ 50 = 0

に接する平面の方程式を求めよ．

" 行列 A = & a b

c 1
> (a; b; c は定数で a > 0; b > 0; c > 0) で表される 1 次変換 f によって，原点を

中心とし半径 1 の円が，面積 5¼ の円に移るとする．このとき，次の問いに答えよ．

(1) a; b; c を求めよ．

(2) 中心 (p;q) ，半径 r の円の f による像はどのような曲線か．

# xy 平面上で 2 点 O(0; 0);A(1; 0) を結ぶ線分を n 等分して，その分点を O に近いものから順に P1;

P2;ÝÝ;Pn¡1 とし，Pn = A とする．点 Pi から放物線 y =
1
4
x2 へ引いた x 軸とは異なる接線 Li の放物

線 y= 1
4
x2 との接点を Qi;Li と直線 x= 2 との交点を Ri とする (i= 1; 2;ÝÝ; n) ．このとき，次の

問いに答えよ．

(1) 点 Qi および Ri の座標を求めよ．

(2) 3 点 B(2; 0) および Qi;Ri を頂点とする三角形 BQiRi の面積 Si を求めよ．

(3) lim
n!1

1
n

n
P

i=1
Si を求めよ．

$ t は 0 5 t 5 ¼
2
をみたす実数とする．xyz 空間内の 4 つの点

O(0; 0; 0);A(cos3 t; 0; 0);B(0; sin3 t; 1);C(0; 0; 1)

をこの順に結んでできる折れ線 OABC を z 軸のまわりに 1 回転して得られる立体 R の体積を V(t) とする．

このとき，次の問いに答えよ．

(1) 点 (0; 0; z) (ただし，0 5 z 5 1) を通り z 軸に垂直な平面 P による回転体 R の切り口の面積 S(z) を
求めよ．

(2) V(t) を求めよ．

(3) t が，0 5 t 5 ¼
2
の範囲で変化するとき，V(t) の最大値および最小値を求めよ．

出題範囲と難易度� �
! T �� ��代幾 平面の方程式

" T �� ��代幾 1次変換

# U �� ��微積 微分法の応用・積分法の応用

$ T �� ��微積 微分法の応用・積分法の応用� �
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略解

! x¡ y¡ 2z= 0; 7x¡ 2y+ z¡ 10 = 0

" (1) a = 1; b = 2; c = ¡2

(2) (p+ 2q; ¡2p+ q) を中心とし，半径
p
5r の円

# (1) Qi $ 2in ; # in ;2< ; Ri $2; 2in ¡ # in ;2<
(2) Si = #1¡ in ;T 2in ¡ # in ;2l
(3) lim

n!1

1
n

n
P

i=1
Si =

1
4

$ (1) S(z) = ¼f(1¡ z)2 cos6 t+ z2 sin6 tg

(2) V(t) = ¼
3
(cos6 t+ sin6 t)

(3) W 最小値 ¼
12

#t= ¼
4
;

最大値 ¼
3

#t= ¼
2
;
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